
【地域ＩＣＴ振興型研究開発】
研究課題：非人口集中地域におけるローカルエリア防災情報共有システムの研究開発（082310002）
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過疎化と高齢化の進む地域の災害時の課題

(1)周辺地域の災害状況がわからなかった（自助）

(2)防災組織が地域ごとの組織で他地域との連携がなかった（共助・公助）

(3)地域住民の高齢化の問題（災害情報リテラシーの欠如）

ICT活用による災害情報共有
住民と行政が一体となった災害への取り組み

(1)周辺の災害状況から自ら判断し迅速で安全な避難が可能

(2)住民の状況を把握し、迅速で的確な行政の対応が可能

(3)講習会、そしてモバイル機器活用で容易に災害状況を把握

●インターネット上にある地域の災害情報を集約
し、容易に災害状況を確認
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情報技術を活用できる
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目標： 学習支援システム間の自動同期による非ブロー
ドバンド地域を含むユニバーサルな学習機会の提供

研究課題：通信帯域に依存しないユニバーサルeラーニングシステムに関する研究開発
（０８２３１０００３）

【地域ICT振興型研究開発】

成果：

中山間地域や離島な
どブロードバンドが整
備されていない地域に
おいてもｅラーニング
による学習の機会を享
受できるようにするた
め、ナローバンドの非
繁忙時に教育用コンテ
ンツを自動的に同期さ
せるｅラーニングシス
テムを開発し、ユニ
バーサルな教育環境
の実現を可能にした。



【地域ＩＣＴ振興型研究開発 】
研究課題：離島へき地の在宅介護力向上のための遠隔ケアシステムの開発

（082310005）

（研究目的をわかりやすく記載）研究目的： 離島やへき地で、自宅で寝たきりとなっている高齢者の介護環境は、都市部のそれと比べて、活用
できる物理的・人的資源が少なく、ＩＣＴの有効活用が望まれている。離島やへき地に暮らす高齢者、特に重
度の障害を有する高齢者を取り巻く状況や個別ニーズを十分に考慮し、本研究開発では、高齢者の身体状況と
同時に高齢者が利用する福祉機器（介護機器・自立機器）を見守る遠隔見守りシステムを開発した。

研究概要： 長崎県五島市で見守りシステムの実証実験を行うこ
とを大前提に、医療介護関係者と連携して、高齢者を訪問し、聞
き取りを行い見守りに必要な福祉機器（意思伝達装置、特殊ス
イッチ、センサ、環境制御装置、服薬カレンダー等）の開発を
行った。開発した福祉機器は、ＩＣＴを活用して機器自体の見守
りを可能にするために無線モジュールを組み込みを行った。

平成21年度の実証実験は複数の家庭で行った。その一例を右図
に示す。半身麻痺の高齢者を介護する家族と相談し、無線カメラ
を屋内に2台設置し、トイレには人感センサを、ベッドには離床
センサを設置し、高齢者は緊急呼出しスイッチを持たせた。家庭
管理コンピュータは、異常な事態を検知すると、ネットワーク経
由で遠隔地にいる家族に通報する。家族は携帯電話かパソコンを
用いていつでも高齢者の状況をモニタできる仕組みとした。本シ
ステムを数か月間運用し、その有効性と課題点を明らかにした。
また、同様な実験を複数の家庭で行った。

社会的意義・波及効果：個別のニーズに応えて、ICTを利活用

する見守りシステムを五島市において長期に実証実験を行い、そ
の有効性と課題を明らかにした。本システムは見守りのためのモ
ジュール機器を増やし、他地域への１モデルとなりうる。 五島市での見守りシステム例



【地域ＩＣＴ振興型研究開発】

主な成果：
(1)インターネット衛星を介した回線を確立するため
に要する時間を10分にした。
(2)防災情報に定型フォーマットを採用することによ
り、通報から避難情報発信までの時間を10分短縮
することができた。
(3)遅延時間の克服を実現し、これを用いない場合
より100倍以上速く送ることを確認し、ソフトウェア
にてこれが実現できることも確認した。
(4)離島との交信も衛星を介して実現した。
(5)降雨減衰の影響を削減するため、異なる2か所
で受信し、受信状態の良いほうを採用する方法及
び降雨を予測し、補償する方法も実現した。

（研究目的をわかりやすく記載）

社会に対する寄与、貢献：
(1)地上回線が遮断した状態における衛星を介した防災情報通報システムが短時間で構築できる→地方自治体等
に有効である。
(2)地上回線においても有効となる遅延時間の克服を比較的安価なソフトウェアによって実現した。→回線の有効
利用につながる。

研究目的：災害時における地上回線網の不通に備え、インターネット衛星を介してバックアップ回線を確保する。
その際、当該衛星を介して交信する送受信アンテナを含むシステムの組み立て、防災情報・データの準備にか
かる時間を軽減し、避難に関する情報を早期に伝達することを目的とする。また、このときに問題となる当該衛
星を介した伝搬遅延時間の克服、降雨減衰の影響除去、離島との交信等の課題を克服する。

衛星を介して異なる3地域(離島を含む)を結ぶ回線を確立

研究課題：WINDS衛星を介した災害時バックアップ通信および防災情報通報システムの研究開発
（082310011）



【地域ICT振興型研究開発】
研究課題：u-リハビリ空間実現のための歩容情報センシングの研究開発

（082310012）

（研究目的をわかりやすく記載）
従来の方法では計測できない日常生活の歩容情報を取得できる装置を開
発し、いつでもどこでもリハビリが可能なu-リハビリ空間（ユビキタス-リハビリ

空間）を実現する。

社会的意義：いつでもどこでもリハビリができる
社会への波及効果：健常者の歩容改善、歩行者用ナビゲーションへの応用
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無線式の靴型計測装置を履
くだけで、足の位置や足底圧
力を計測し、歩容情報をわ
かりやすく表示するシステム
を開発した。医師や理学療
法士、患者による評価の結
果、改良点はあるものの、シ
ステムの有効性を示すこと
ができた。
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